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Quartus II のプロジェクトフローとピン割当

設計の記述

名前を付けて保存

既存プロジェクトあり

プロジェクト作業開始

プロジェクト作業終了

新規プロジェクト作成

新規プロジェクト作成

quartus project file

.qpf

設計の記述

名前を付けて保存

ゲートレベル記述（ネットリスト）

レイアウトレベル記述
（コンフィグレーションデータ）

Fitter

Analysis & Synthesis

Timing Analyzer

Timing Simulation

動作確認（ボード）

PLD

ライブラリ

Assembler

Programmer
C

o
m

p
ila

tio
n

Analysis & Elaboration

Functional Simulation

ピン割当

（c）

（d）

（e）

（f）

（a）

（b）

●省略できない工程

（c）、（d）、（f）

●省略できる工程

（a）、（b）、（e）

【理由】
（a）：（c）に含まれる。
（b）と（e）：ボードによ
る動作確認でよい。

本科目では基本的に省略する。
ただし、必要に応じて（b）、（e）を行ってもよい。
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S16 S1

L16 L1

LM1 LM4

ピン割当の前提：ISPプログラマ＆チェッカの入力用部品・出力用部品

OSC

出力用部品 7セグメントLED 4個

入力用部品 クロック信号の入力

出力用部品 単一LED 16個

入力用部品 プッシュスイッチ 16個
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SW0

HEX7 HEX0

ピン割当の前提：DE2-70の入力用部品・出力用部品

OSC

出力用部品 7セグメントLED 8個

入力用部品 クロック信号の入力

出力用部品 単一LED 18個

入力用部品 トグルスイッチ 18個 入力用部品 プッシュスイッチ 4個

出力用部品 単一LED 8個

SW17 KEY0KEY3

LEDR17
LEDR0 LEDG7 LEDG0



1

y

z

o
p

q
r

x
84

S1

S9

LM4

L1

α

β

γ

δ

ζ
η

ε

S1

S9

LM4

L1

回路記述

これらの
入力用部品
を使いたい

これらの
出力用部品
を使いたい

②PLD開発ボードの
配線固定状況

ピン割当とは、
①と②の状況を鑑みて
ポート名（ピン名）
に対し、
ピン番号を与える
作業のこと。

①
使
用
部
品
の
希
望
状
況

ピン割当の概要

ポート名

（ピン名）

与える

ピン番号

α x

β y

γ o

δ p

ε q

ζ r

η z

※注意

x：S1が繋がっているピン番号

y：S9が繋がっているピン番号

z：L1が繋がっているピン番号

o：LM4が繋がっているピン番号

p：LM4が繋がっているピン番号

q：LM4が繋がっているピン番号

r：LM4が繋がっているピン番号

PLD
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割当エディタと再コンパイル

③この２つの
ボタンをON

④

⑤設計記述中の全ての
ポート名を確認

⑥青くマーク→ピン番号入力→ Enter

全ての割当が終わったら、

再コンパイル
エラーの原因
を読み取る

Full Compilation was successful （△ warning）

詳細確認

ポート名

（ピン名）

与える

ピン番号

α x

β y

γ o

δ p

ε q

ζ r

η z

エラーなし

エラーあり

重大なwarningあり

割
当
の
修
正

or

割当終了

重大なwarningなし

⑦⑧

①以下の表を考えておく

②



プログラマ＆チェッカ側入力系 PLD側

内容
入力用

部品名

切り離し

スイッチ

ピン

番号
ピン用途

プッシュ

スイッチ

S16

DS5

IN1 48 I/O

S15 IN2 49 〃

S14 IN3 50 〃

S13 IN4 51 〃

S12 IN5 52 〃

S11 IN6 54 〃

S10 IN7 55 〃

S9 IN8 56 〃

S8

DS6

IN9 77 〃

S7 IN10 76 〃

S6 IN11 75 〃

S5 IN12 74 〃

S4 IN13 73 〃

S3 IN14 70 〃

S2 IN15 69 〃

S1 IN16 68 〃

※一般用途(I/O)

でないピン。

通常は使用しない。
DS8

IN25 2 IINP/OE2/GCLK2

IN26 1 INP/GCLRn

IN27 84 INP/OE1

水晶発振器(OSC) IN28 83 INP/GCLK1

プログラマ＆チェッカ側出力系 PLD側

内容
出力用

部品名

切り離し

スイッチ

ピン

番号
ピン用途

7segLED

一桁の

16進数を表示

MSB:D

LSB:A

LM1

D

DS1

OUT1 80 I/O

C OUT2 81 〃

B OUT3 4 〃

A OUT4 5 〃

LM2

D OUT5 8 〃

C OUT6 9 〃

B OUT7 10 〃

A OUT8 11 〃

LM3

D

DS2

OUT9 12 〃

C OUT10 15 〃

B OUT11 16 〃

A OUT12 17 〃

LM4

D OUT13 18 〃

C OUT14 20 〃

B OUT15 21 〃

A OUT16 22 〃

単一LED

L16

DS3

OUT17 24 〃

L15 OUT18 25 〃

L14 OUT19 27 〃

L13 OUT20 28 〃

L12 OUT21 29 〃

L11 OUT22 30 〃

L10 OUT23 31 〃

L9 OUT24 33 〃

L8

DS4

OUT25 34 〃

L7 OUT26 35 〃

L6 OUT27 36 〃

L5 OUT28 37 〃

L4 OUT29 40 〃

L3 OUT30 41 〃

L2 OUT31 44 〃

L1 OUT32 45 〃

ピン割当資料
ISP Prog.Check.

（１/２）

DS3 DS4

DS1 DS2

DS5 DS6 DS8

L1

LM1

S1

OSC

【OSC（8MHz）の使用法】
(1) DS8 IN28を必ずOFF

(2) CN3の2-4をジャンパソケットで短絡
(3) 目的入力ポートに83番ピンを割当

CN3



DS3 DS4

DS1 DS2

DS5 DS6 DS8

OSC
CN3

ピン割当資料
ISP Prog.Check.

（２/２）

LM1 LM4

L16 L1

S16 S1



ピン割当資料
DE2-70

（１/３）

DE2-70側出力系 PLD側

内容
出力用
部品名

ピン
番号

赤色
単一LED

LEDR

LEDR0 AJ6

LEDR1 AK5

LEDR2 AJ5

LEDR3 AJ4

LEDR4 AK3

LEDR5 AH4

LEDR6 AJ3 

LEDR7 AJ2

LEDR8 AH3

LEDR9 AD14

LEDR10 AC13

LEDR11 AB13

LEDR12 AC12

LEDR13 AB12

LEDR14 AC11

LEDR15 AD9

LEDR16 AD8

LEDR17 AJ7

緑色
単一LED

LEDG

LERG0 W27

LERG1 W25

LERG2 W23

LERG3 Y27

LERG4 Y24

LERG5 Y23

LERG6 AA27

LERG7 AA24

DE2-70側出力系 PLD側

内容
出力用
部品名

ピン
番号

7segLED

一桁の
16進数と
ドットを
表示

HEX0

D0 AE8

D1 AF9

D2 AH9

D3 AD10

D4 AF10

D5 AD11

D6 AD12

DP AF12

HEX1

D0 AG13

D1 AE16

D2 AF16

D3 AG16

D4 AE17

D5 AF17

D6 AD17

DP AC17

HEX2

D0 AE7

D1 AF7

D2 AH5

D3 AG4

D4 AB18

D5 AB19

D6 AE19

DP AC19

HEX3

D0 P6

D1 P4

D2 N10

D3 N7

D4 M8

D5 M7

D6 M6

DP M4

DE2-70側出力系 PLD側

内容
出力用
部品名

ピン
番号

7segLED

一桁の
16進数と
ドットを
表示

HEX4

D0 P1

D1 P2

D2 P3

D3 N2

D4 N3

D5 M1

D6 M2

DP L6

HEX5

D0 M3

D1 L1

D2 L2

D3 L3

D4 K1

D5 K4

D6 K5

DP K6

HEX6

D0 H6

D1 H4

D2 H7

D3 H8

D4 G4

D5 F4

D6 E4

DP K2

HEX7

D0 K3

D1 J1

D2 J2

D3 H1

D4 H2

D5 H3

D6 G1

DP G2

DE2-70側入力系 PLD側

内容
入力用
部品名

ピン
番号

トグル
スイッチ

SW0 AA23

SW1 AB26

SW2 AB25

SW3 AC27

SW4 AC26

SW5 AC24

SW6 AC23

SW7 AD25

SW8 AD24

SW9 AE27

SW10 W5

SW11 V10

SW12 U9

SW13 T9

SW14 L5

SW15 L4

SW16 L7

SW17 L8

DE2-70側入力系 PLD側

内容
入力用
部品名

ピン
番号

プッシュ
スイッチ

KEY0 T29

KEY1 T28

KEY2 U30

KEY3 U29

水晶発信器(OSC) AD15

OSC

SW0

HEX0

KEY0

LEDR0 LEDG0

D0

D1

D2

D3

D4

D5 D6

DP

D0

D1

D2

D3

D4

D5 D6

DP



SW0

HEX7 HEX0

OSC

SW17 KEY0KEY3

LEDR17
LEDR0 LEDG7 LEDG0

ピン割当資料
DE2-70

（２/３）



SW7

ピン割当資料
DE2-70

（３/３）

①

②

③

④ダブルクリック

⑤

⑥

⑦

⑧

この後、コンパイルする。

SW7（ピン番号AD25）使用のための設定
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ピン割当→次の工程（通常はf、ボード待ちはaまたはe）へ

設計の記述

名前を付けて保存

既存プロジェクトあり

プロジェクト作業開始

プロジェクト作業終了

新規プロジェクト作成

新規プロジェクト作成

quartus project file

.qpf

設計の記述

名前を付けて保存

ゲートレベル記述（ネットリスト）

レイアウトレベル記述
（コンフィグレーションデータ）

Fitter

Analysis & Synthesis

Timing Analyzer

Timing Simulation

動作確認（ボード）

PLD

ライブラリ

Assembler

Programmer
C

o
m

p
ila

tio
n

Analysis & Elaboration

Functional Simulation

ピン割当

（c）

（d）

（e）

（f）

（a）

（b）

●省略できない工程

（c）、（d）、（f）

●省略できる工程

（a）、（b）、（e）

【理由】
（a）：（c）に含まれる。
（b）と（e）：ボードによ
る動作確認でよい。

本科目では基本的に省略する。
ただし、必要に応じて（b）、（e）を行ってもよい。

HW-4_QII-03e-VeriTim.pdf
HW-4_QII-03f-Prog.pdf
HW-4_QII-03a-AnaElabo.pdf

